
 

協議事項１ 自家用有償旅客運送の登録（更新）について 

１ 目的 

鯖江市地域公共交通協議会での協議を経て、自家用有償旅客運送者として登録を行い、鯖江市河

和田地区を発着として運行している自家用有償旅客運送（ちょいボラ交通）について、令和５年４

月３０日に登録の有効期限が満了となります。 

当該エリアは引き続きタクシー空白地で高齢者等の交通手段が乏しい地域であり、それらの課題

解決に継続して取り組むために登録の更新を行いたいとの事業者からの申し出を受けていることか

ら、更新手続きに必要となる本協議会での協議を行います。 

 

２ ちょいボラ交通のこれまでの実績（概要） 

運行期間 令和 3年 5月 6日～現在 

運行時間 8:30～21:30（ただし、受付時間は 8:30～16:30） 

（令和 4年 2月 1日から運行時間を変更 9:00～17:00→8:30～21:30） 

実績集計期間 令和 3年 5月 6日～令和 5年 2月 28日 

運行回数 514回（内河和田地区内運行：284回） 

 

利用登録者数 182人(令和 5年 2月 28日時点) 
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これまでの 

経緯 

令和 2年 3,9月 住民説明会 

令和 3年 4月 河和田地区各戸に PRチラシ配布 

令和 3年 5月 ★有償運行開始 

 広報さばえ 5月号に記事掲載 

 登録者へアンケート実施 

令和 3年 6月 福井新聞に記事掲載 

令和 3年 7月 河和田地区公民館報に PR記事掲載 

令和 4年 2月 ★運行時間延長（9:00~17:00→8:30~21：30） 

令和 4年 7月 ★運賃改定（河和田地区内定額（300円）に） 

 PRポスターを公共施設やコンビニ等に掲示 

令和 4年 10月 河和田地区文化祭にて広報・周知活動を実施 

収支実績 令和 3年度 

令和 4年度（3月は推定値にて集計） 

 

単位：円

R3年度 金額 内訳

6,000,000

2,640,000

340,657

収入合計 8,980,657

918,652 ドライバー講習費等

170,329 運賃収入の1/2

8,633,814

システム(アプリ)利用料 (3,960,000)

ドライバー管理費 (792,000)

オペレータ業務委託等 (2,640,000)

事務所家賃 (528,000)

その他 (713,814) 消耗品購入、通信料等

支出合計 9,722,795

収支 ▲ 742,138

収入

支出

ランニングコスト

ドライバー報酬

項目

市補助金

アプリ開発協力金

運賃収入

初期投資費用

単位：円

R4年度 金額 内訳

6,000,000

219,584

24,034

収入合計 6,243,618

109,792 運賃収入の1/2

6,181,769

システム(アプリ)利用料 (1,320,000)

ドライバー管理費 (792,000)

オペレータ業務等委託 (2,640,000)

事務所家賃 (528,000)

その他 (901,769) ポスター等印刷費、通信料等

支出合計 6,291,561

収支 ▲ 47,943

ドライバー報酬

支出

収入

その他

ランニングコスト

市補助金

運賃収入

項目



 

課題と解決策 ○利用人数が少ない 

 ⇒登録人数を増やす 

  ・広報活動をさらに実施し地域内での認知度を上げ、利用希望者が活動を認知でき

る機会を増やす 

 ⇒利用者の層を広げる 

  ・学生の送迎への活用を促し、利用者の年齢層を広げる 

（現在は高齢者層が主な利用者） 

○つつじバスとの連携 

 ⇒市内まで安価に移動できるつつじバスとの併用方法を周知し、地区内定額を活用

したバス停までの利用を促進する 

その他の実績 別添「「ちょいボラ交通」2年間の事業実績について」のとおり 

 

  



 

４ 登録（更新）を申請する運行内容（概要） 

運行エリア 鯖江市内とし、発着どちらかを河和田地区とする。 

（別添申請書（届出）のとおり） 

運行時間 8:30～21:30（ただし、受付時間は 8:30～16:30） 

運賃 初乗り：1,100mまで 300円＋250m毎に 50円が加算（ただし、河和田エリア

内発着の場合は片道 300円とする。） 

支払い方法 専用アプリを利用したキャッシュレス決済（チャージ方式） 

（原則キャッシュレス決済だが現金支払いの対応もしている） 

ドライバー報酬 運賃の 1/2をドライバー報酬とする。 

備考 相乗りについて 

 利用者に付随して 1 名は付添い者として取り扱う。（付添い者分の料金は発

生しない）それ以上の運行については、別の予約とみなす。 

使用車両 ドライバー登録した者の普通乗用車または軽乗用車を使用。 

6名 6台を申請する。（10名 11台から現状に合わせ変更する。） 

保険については、ドライバー個人が保険加入している。（対人 8 千万円、対物

2百万円以上であることを確認する） 

点呼方法 基本的に対面で行う。（実務的に難しい場合はオンラインで実施） 

・日常点検の実施と結果報告 

・体調不良（検温、咳、倦怠感）、飲酒（アルコール検知器を用いて確認）、そ

の他の理由により安全な運転ができない恐れがないか 

・免許証、自動車検査証、自動車損害賠償責任保険証明書、点検整備記録簿、

非常信号用具、応急用具の有無 

・運行する地域の道路交通、気象状況の確認 

安全確認 ・整備管理者は、日常点検における点検箇所、点検の内容、点検の方法等につ

いてドライバーに周知徹底する。 

・ドライバーには、安全ルール等関係法令に関すること、日常点検等安全安心

な運行に関する基礎知識等を含むドライバー講習を受講させる。 

運行管理・整備管

理体制 

運行管理責任者：清水 康弘 

整備管理責任者：清水 康弘 

運行管理・整備管理にかかる指揮命令系統 

 

 

 

 

事故処理連絡体制 

 

 

 

 

 

代表者
氏名：山本 信幸

運行管理の責任者
氏名：清水 康弘

運転者
（別紙のとおり）

整備管理の責任者
氏名：清水 康弘

運転者 
事故対応の責任者 
氏名：清水 康弘 

代表者 
氏名：山本 信幸 

警察署 
地域公共交通活性化協議会 
運営協議会・運輸支局 


